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浜 の仏 陀像 とカー リー女神像
一 インド洋津波後のスリランカ南岸村の変化 一 高 桑 史 子(1)
シンガポールにおける高齢者 とイ ン ドネシア人家事労働者 … 伊 藤 眞(19)
無形 文化財 、有形 のデー タベ ース、 目に見 える議論
一 サワウ ・プロジェクトー グイ ド ・C・ピグリアス コ(43)
小林 誠 ・四條 真也(訳)
ウズベキス タンの刺繍業 におけるキ ン ドレッ ド貢献 の逆説 … 今 堀 恵 美(63)
ジュ リになる とい うこと
一 ケニア ・メル社会における長老評議会への加入に関する一考察 一
馬 場 淳(83)
マ リ共和 国南部 セヌ フォ社会 における 「祓 除」儀礼 溝 ロ 大 助(101)
エ ンターテイ ンメ ン ト化す る医療
一 スリランカにおけるアーユルヴェーダ ・ツーリズムをめぐって 一
梅 村 絢 美(115)
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(1)本誌には、論文のほか、年度ごとの卒論 ・修論 ・博論一覧表を載せるものとする。また本誌編集会
議の合議により、上記以外の特集や記録なども載せることができる。
(2)本誌には、社会人類学研究室教員等(専任教員、助教、非常勤講師、特約研究員)が、論文を日本
語または英語で執筆することができる。
(3)本誌には、首都大学東京大学院社会人類学分野在籍者(博士前期課程 ・博士後期課程)、東京都立大
学大学院社会人類学専攻在籍者(修士課程 ・博士課程)、および本研究室に籍を置く日本学術振興会
特別研究員が、論文を日本語または英語で投稿することができる。
(3)-1上記有資格者が投稿しようとする論文は、指導教員および社会人類学研究室教員の最低2名
による査読 ・評価を経て推薦を得ねばならない。
(3)-2上記在籍者の投稿論文の採否は、社会人類学研究室専任教員が構成する本誌編集会議の議を
経て決定する。
(4)投稿論文は未刊行のものに限る。
(5)本誌投稿規定および執筆要領の改廃は社会人類学教室会議の合議により行う。
***********************************
2007年7月1日制 定
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(1)投稿論文は、400字詰め原稿用紙に換算して50枚(2万字)を、英文の場合は8,000ワードを限度とする。
写真 ・図表も字数に含めるものとする。
(2)書式は日本文化人類学会機関誌 『文化人類学』の規定に準ずるものとする。ただし縦書きを認める
ものとする。
(3)原稿の募集は原則として毎年7月初旬とし、原稿提出期限は原則として毎年1月末とするが、原稿
募集の際、年度ごとに通知する。
(4)投稿する者は、指定された期日までに、原稿をプリントアウトしたハードコピー(1部)およびそ
の電子データを、社会人類学分野事務室に提出しなければならない。電子データは文書作成ソフト
のWindowsMicrosoftWordにて作成する。
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2011年度社会人類学研究室 卒業論文 ・修士論文一覧
卒業論文(首都大学東京人文・社会系社会学コース社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 指導教員
太田真莉子
「性」と 「笑い」の二元論
一 日本芸能界の 「オネエ」タレントの考察 綾部
加藤 学 闇の肯定 一 ほとばしる生 綾部
河野 峻
オタクが 「脱皮」を行うとき
一 ガンダムというテキストから考える ・ 綾部
内橋 渚 テーマパークから眺める異文化受容の特殊性 綾部
八木 彩子 つながる/つながらない一SNS「mixi」で起こる現象から伝わる。若者たちのシグナル 綾部
鈴木 彩乃 移民と宗教 一 在日タイ移民の宗教実践から 綾部
佐藤 理奈 佐渡に集う若者達 一 鼓童研修生のライフヒス トリー 石田
小林 貴志 スポーツにおける 「正確」な機械と 「間違える」人間一 野球の 「誤審」から考えるフェアネスの在 りか 石田
金 世 真 現代日本人男性の日常服におけるセクシュアリティ表現一 男性服としてのスカートが定着しないのは 石田
溝井 新平 反捕鯨の思想を問い直す一 クジラの 「非消費的利用」から考える 「弱者」への向き合い方 石田
山内 真衣 国際結婚と地域社会の変容 一80年 代政策としての国際結婚から 高桑
舟川 友理 地域社会における伝統行事の変化と持続一 富山県入善町青島地区の若宮社秋季祭礼を事例として 高桑
室岡 夢子 山谷の未来の姿 高桑
野嶋 俊平 日本における山岳信仰と地理的要因の関連性 伊藤
修士論文(首都大学東京大学院人文科学研究科社会行動学専攻社会人類学分野)
氏名 論文タイトル 主査
海老原直矢 人権調和論を超えて一 アナイム批判から考える人権体制における人類学の役割 石田
川瀬 由高 機能主義的民族誌に関する一考察一 費孝通のcommunity析出の技法を手掛かりに
、
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